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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 北海道大学 学長名 佐伯 浩 拠点番号 Ｊ０１ 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学，物理学，地球科学> Ｈ< 機械，土木，建築，その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際，複合，新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

新・自然史科学創成：自然界における多様性の起源と進化 

Neo-science of Natural History –Origin and Evolution of Natural Diversity 
※副題を添えている場合は，記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野：自然界の多様性> (地球環境システム) (多様性) (大気圏・水圏・生物圏) (進化) (地球惑星物質) 

３．専攻等名 

大学院理学研究院自然史科学部門(大学院理学研究科地球惑星科学専攻･生物科学専攻 18.4.1)､総合博物館､創成科学

共同研究機構（先端科学技術共同研究センター 17.4.1）､大学院農学研究院環境資源学部門（大学院農学研究科環境資

源学専攻 18.4.1）､北方生物圏フィールド科学センター､大学院水産科学研究院海洋生物資源科学部門（大学院水産科

学研究科環境生物資源科学専攻 17.4.1）､情報基盤センター（16.4.1追加） 

４．事業推進担当者           計 22 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 現在の専門 
学 位 

役割分担 
(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

（拠点リーダー） 
Okada Hisatake 

岡 田  尚 武 
大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 
理事・副学長 微古生物学 理学博士 研究教育プログラム統括，新自然史科学創成 

   長期・地球－生命相互作用プログラム 

Mawatari Shunsuke 

馬 渡  駿 介 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 無脊椎動物分類学 理学博士 古海洋変動と無脊椎動物の進化 

Suzuki Noriyuki 

鈴 木  德 行 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 有機地球化学 理学博士 バイオマーカーによる地球表層圏の復元と進化 

Fujino Kiyoshi 

藤 野  清 志 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 鉱物学 理学博士 地球内部における物質進化と元素の循環 

Matsueda Hiroharu 

松 枝  大 治 総合博物館・教授 資源地質科学 理学博士 自然界における元素の移動濃集の多様性 

Horiguchi Takeo 

堀 口  健 雄 

 
大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 

 
原生生物系統分類学 理学博士 長期地球変動と単細胞真核生物の多様化 

短期・地球－生命相互作用プログラム 

短期海洋変動と海藻類の分子系統解析・種分化 
Tochinai Shin 

栃  内  新 大学院理学研究院（自然史科学部門）・准教授 脊椎動物進化発生学 理学博士 長期地球変動と脊椎動物の形態・免疫系の進化発生 

Ohara Masahiro 

大 原  昌 宏 総合博物館・准教授 昆虫類系統分類学 博士（農学） 長期気候変動と昆虫類の系統進化 

Masuda Ryuichi 

増 田  隆 一 
創成科学共同研究機構・准教授 
（平成17年4月1日所属部局変更） 

哺乳類分子系統進化学 理学博士 大陸分化による哺乳動物の多様化と分子系統解析 

Kawamura Makoto 

川 村  信 人 大学院理学研究院（自然史科学部門）・准教授 堆積学 理学博士 堆積物と堆積相に記録された長期地球変動 

Sawada Ken 

沢  田  健 大学院理学研究院（自然史科学部門）・講師 生物地球化学 博士（理学） 堆積物巨大有機分子の古環境・古生物情報解読 

Nishi Hiroshi 

西  弘  嗣（平成16年4月1日追加） 大学院理学研究院（自然史科学部門）・准教授 古生物学・古海洋学 理学博士 過去一億年の気候変動と古海洋の変遷 

   短期・地球－生命相互作用プログラム 

Katakura Haruo 

片 倉  晴 雄 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 昆虫種分化学 理学博士 短期気候変動と昆虫・植物の共進化 

Maekawa Kouji 

前 川  光 司 北方生物圏フィールド科学センター・教授 動物地理学 農学博士 短期海洋変動と魚類の生活史戦略の多様化 

Chikita Kazuhisa 

知 北  和 久 大学院理学研究院（自然史科学部門）・准教授 陸水学 理学博士 地球表層圏の水循環と物質輸送 

Minobe Shosiro 

見 延  庄士郎 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 気象学 博士(理学) 大気海洋陸面モデルとIODPデータとの比較 

Tsunogai Urumu 

角  皆   潤 大学院理学研究院（自然史科学部門）・准教授 同位体地球化学 博士（理学） 
地球表層圏における物質循環 
深海熱水域における物質と生命の相互作用 

Akimoto Shin-ichi 

秋 元  信 一 大学院農学研究院（環境資源学部門）・教授 昆虫類進化生態学 博士（農学） 短期気候変動と昆虫の種分化 

Watanuki Yutaka 

綿  貫   豊 
大学院水産科学研究院（海洋生物資源科学部門）・
准教授 

鳥類進化生態学 農学博士 短期気候変動と海洋動物の進化・多様化 

Masuda Michio 

増 田  道 夫（平成18年3月31日辞退） 大学院理学研究院（自然史科学部門）・教授 海藻類分類学 理学博士 短期海洋変動と海藻類の分子系統解析・種分化 

Gamou Toshitaka 

蒲 生  俊 敬（平成16年3月31日辞退） 
大学院理学研究科（地球惑星科学専攻）・教授 海洋地球化学 理学博士 深海熱水域における物質と生命の相互作用 

   情報科学プログラム 

Takai Yoshiaki 

髙 井  昌 彰（平成16年4月1日追加） 情報基盤センター・教授 情報ネットワーク 工学博士 
インターネットを介した研究成果公開方法の開発（電子
博物館・標本データベース） 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 177,000 201,100 201,100 
188,570 

（18,857） 

184,000 

（18,400） 
951,770 
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（４）北海道大学が蓄積してきた自然史科学に関する

多様な情報（生物多様性情報，自然分類学情報）をイ

ンターネットにより広く一般に公開するための「生物

多様性・自然分類学電子博物館」を構築し、「自然分

類センター」発足のための条件整備。 

６．拠点形成の目的 

地球と生命が相互に影響し合い多様な地球物質や地

球生命が生まれてきた。地球表層圏は地球と生命の複

雑なバランスによって成り立っており、人類の永続的

な繁栄のためには、地球表層圏における多様性を認識

し、その起源と進化を理解することが不可欠である。

しかしながら、地球表層圏の成り立ちや、そこにいか

に多様な物質や生命が存在しているのかという基本的

な事柄について、私たちの知識はあまりにも乏しい。 

（５）自然史科学の国際学術誌への論文掲載、国際シ

ンポジウム開催や啓蒙書、教科書の発刊により新しい

自然史科学を国内外に発信。 

（６）自然史科学の実質的な人材養成を推進するため、

大学院生やポスドクが国際交流や国際共同研究に参加

する機会を増やし、国内外の一流研究教育機関への留

学や就職を強力に支援。  

北海道大学は充実した自然史科学の研究者集団を擁

している。地球科学分野では、2003年より日米の主導

により開始された「統合深海掘削計画」（IODP）に積

極的に貢献するためその国際事務局を北海道大学構内

に誘致した。地球生命システムの変動と進化の解明が

IODPの最も重要な科学計画の一つである。生物分類学

では単細胞生物からほ乳類に至る多様な生物の研究者

がそろい、「生物分類センター」が創設できるほどで

ある。進化学関係では系統学、生物地理、進化発生学

等々、最先端の研究者が揃っており、この陣容は我が

国では他に類を見ない。両分野のスタッフの一部は総

合博物館に所属しており、博物館をインターフェイス

にして 両分野を有機的に融合させ、新しい自然史科学

を国内外に発信できる研究教育拠点を構築することが

可能である（右図）。 

 

本COEでは、地球科学分野と生物分類・進化学分野の

融合により、自然界、とくに人類の生存圏である地球

表層圏の多様性と進化を包括的に理解するための研究

教育と人材養成を行うことを目指した。博物学・自然

誌学から分化した地球科学と生物分類学・進化学の２

大領域を現代的な視点から再統合し、「新・自然史科

学」を萌芽発展させることが本研究教育拠点の主要な

目的である。そのための具体的な活動目標として下記

を掲げCOE活動を開始した。 

 前述した「国際統合深海掘削計画」のほか、「地球

規模生物多様性情報機構」（GBIF）や「世界分類学イ

ニシアチブ」（GTI）など、生物多様性の認識と分類、

その起源と進化を解明するための国際研究計画が進行

中である。しかしながら、これらへの日本の貢献は先

進国中で最も乏しいと言わざるを得ない。これは、他

の先進国と比較して日本では地球物質や生物など、自

然界を構成するものについて研究する人材が著しく少

ないためである。本COEでは、21世紀にふさわしい新し

い自然観を構築するための科学を推進できる、地球科

学と生物科学の素養にあふれた、特色ある優秀な人材

の養成を目指してその活動を展開してきた。 

（１）北海道大学が目指す大学院改革（学院・研究院

構想）と呼応して、新しい研究教育体制を構築（自然

史科学専攻の創設）し自然史科学の教育研究をさらに

積極的に推進。 

（２）広くアジア・世界に貢献するため、国際的な自

然分類学者を養成するための大学院留学生特別コース

を新設。 

（３）北海道大学総合博物館をインターフェイスにし

て地球科学・生物分類学・進化学分野を有機的に融合

させ、市民に自然史科学を発信．市民を中心にした準

自然分類学者（パラタクソノミスト）を養成するため

の教育拠点を構築。 
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７．研究実施計画 

自然界における多様性を認識し、系統的に分類する

ことが自然史科学の最も基本的な研究課題である。北

海道大学は自然あふれる恵まれた立地条件にあり、大

学設立当時から多様な生物や地球物質を対象にした

自然史科学研究が行われている。北海道大学は自然史

科学研究の一大拠点として長い歴史を刻んできた。本

COEでは、従来から行われてきた伝統的自然史科学研

究に加えて、近年富みに進歩の著しい地球物理学や地

球化学の視点を積極的に加えて、自然界における多様

性の起源と進化を解明するための新しい自然史科学

の研究を推進することを計画した。 

 

 

研究計画 

 地球科学分野と多様性生物学分野の事業担当者が

それぞれ以前から進めている研究をさらに発展させ

るとともに、本COEにより両分野の研究者が密接に交

流できる場を構築（自然史科学専攻の創設）し、自然

史科学の研究教育を推進させることを計画。両分野の

交流によって効果的に推進できる総括的研究課題と

して「地球と生命の相互作用に基づいた多様性の起源

と進化の解明」を設定し、新しい自然観を構築するた

めの研究計画を立案。地球史における生命進化・多様

化と地球気候変動の相互作用を解明するため、事業担

当者を、数千万年から数百万年スケールの長期的な地

球－生命相互作用に関する研究を推進するグループ

と数十万年から数年スケールの短期・地球－生命相互

作用に関する研究を推進するグループに分けて効果

的な研究交流を行うための体制を整える。また、IODP、

GBIF、GTI等の国際科学計画を積極的に活用して国際

的な研究活動を推進する。 

 

研究成果の普及と広報 

国内の地球科学分野、生物分類・進化学分野の学協

会と日本掘削科学コンソーシアムの共催により新し

い自然史科学に関する国内・国際シンポジウムの開催、

国際的学術誌への研究成果の投稿、啓蒙書や教科書の

刊行、市民を対象にした公開講座を開催、ウェブサイ

トでの普及と広報、などによって本COEの成果を国内

外に発信する。 

 

研究教育体制の整備・拡充 

大学院自然史科学専攻の開設：地球科学、生物分類

学・進化学を包括した専門的視点を持てる研究者を育

成するために、北海道大学が推進する学院、研究院構

想に即して新しい「自然史科学」を習得できる大学院

コース、カリキュラムを設定。 

大学院留学生特別コースの新設：定員外の国費留学

生特別枠を文部科学省に申請し、自然史科学の国際専

攻を発足させる。 

大学総合博物館の活用：市民を対象にした準自然分

類学者（パラタクソノミスト）養成講座を開設。 

 

研究者育成制度の導入 

 研究の新展開を促す優秀な若手研究者を養成する

ために本拠点では、COE特別研究員制度、COEポスドク

研究員制度、COEリサーチアシスタント制度（RA）を

制度化し、自然史科学を推進、発展させる基盤を構築、

若手研究者や大学院生の国際交流（国外一流研究機関

への研修や国際科学計画への参加）を積極的に支援。 

 

多様性データの収集、管理、公開 

自然史科学データベースの構築：地球表層圏の多様

性に係るデータ、標本を電子化して効果的に保管、公

開する多様性データ管理・公開システムを北海道大学

の総合博物館に確立。 

自然史科学共同パイロット研究：地球科学者と生物

分類・進化学者が共同で自然観測データを収集する研

究調査ネットワークを構築。適当な地域を選定し自然

史科学フィールド調査を実践。研究成果を多様性デー

タ管理・公開システムにて公開。 
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８．教育実施計画 

 本拠点を形成する理学研究科、「地球惑星科学専攻」

と「生物科学専攻」における過去3年間における博士

後期課程の大学院定員充足率は約90%である。社会情

勢の変化にかかわらず、博士後期課程の定員充足率を

さらに高め進学者を安定して確保すること、教育の場

に本拠点の理念を導入して自然史科学の研究教育を

活性化させること、そして、大学博物館を活用し本拠

点の研究成果を広く市民に還元するため、本拠点では

以下のことを実施する。 

北海道大学

市民準自然
分類学者国際的自然史

科学者・教育者

国際計画
IODP ＧＢＩＦ ＧＴＩ

大学院理学研究科

人材育成・社会貢献

国際交流・国際貢献

新自然
史科学

大学院コース

新カリキュラム
留学生特別コース

大規模RA制度

人材育成
総合博物館

準自然分類
学者養成講座

特別ポスドク制度
大規模RA制度

教育実施計画

 

 

大規模なリサーチアシスタント（RA）制度の導入 

 本拠点の事業推進担当者が指導する博士後期課程

の大学院生は原則として全員RAとして採用し、本拠点

で推進するプロジェクトに全員参加できる体制をつ

くる。現在のRA割り当て数は専攻あたりの平均で、わ

ずかに2～3名である。本拠点ではこれを一挙に拡大す

る。このRA制度により、博士後期課程での大学院生の

経済的基盤を支え、不安なく研究プロジェクト推進に

従事できる環境を整備する。また、このRA制度により

博士後期課程への進学意欲を誘発させ博士後期課程

への安定した進学者数を確保する。ただし，RAの採用

に際しては、論文数などの一定の基準を設けて選抜を

おこなうこととする。 

 

大学院留学生特別コースの新設 

本拠点が目差す「新自然史科学」の新領域形成は

全世界域を対象にしており、国際交流が不可欠である。

事業推進担当者は既に国際交流の実績があり拠点形

成によってさらに発展させることができる。特に大学

院生に国際交流の端緒を提供するため、本拠点では

「新自然史科学」の大学院留学生特別コースを新設し、

諸外国より広く大学院留学生を募集する。この大学院

留学生特別コースのために文部科学省へ国費留学生

特別枠を申請する。「新自然史科学」大学院留学生特

別コース（6-8名：定員外）では全学生が文部科学省

国費留学生となる。留学生募集に際しては国外に広く

案内を流し、将来、国際的な自然史科学者・教育者に

なりうる優秀な留学生を受け入れる。  

 

「新自然史科学」大学院カリキュラムの設定 

本研究拠点の理念に即して、「新自然史科学」大

学院カリキュラムを新たに編成する。種分化と地球変

動に関わる講義科目、「統合深海掘削計画」（IODP）

の研究航海も活用した野外実習科目、現生生物と化石

に共通する分類学研究者養成のための実験実習科目、

物質循環と生物生態の関係を解明するための生物地

球化学など、地球科学分野と生物分類・進化学分野の

融合を実現するための、新しい大学院カリキュラムを

編成する。将来的には、自然史科学に関連する研究教

育を推進している学内の人材に呼びかけ「自然史科学

専攻」の創設を視野に入れた研究教育活動を展開する。 

 

大学総合博物館の活用 

大学博物館は地球科学と生物分類・進化学を融合す

るためのインターフェイスであるとともに、本拠点と

市民とのインターフェイスでもある。大学博物館を活

用し、市民を対象にした博物館ボランティアの教育プ

ログラムを本拠点の理念に基づいて編成する。市民の

中に準自然分類学者（パラタクソノミスト）を養成す

るための生涯教育体制を整える。アマチュア準自然分

類学者を対象にした各種認定制度を整備し、市民によ

る地球表層圏に潜在する価値探求の生涯活動を推進，

援助するモデルケースを提示する。大学博物館を通し

たこれらの活動により、本拠点の研究成果を広く社会

へ還元することに務める。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況  

 

1) 世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目

的達成度 

本COEは以下の目的を持って発足した。地球科学と

生物分類・進化学の両分野に精通した研究者の育成

（高度な研究者育成）、自然分類学者養成ための国際

的活動（国際的な自然分類学者養成）、市民レベルの

自然分類学者（パラタクソノミスト）養成（準自然分

類学者の養成）、学内組織改編による自然史科学研究

教育体制の構築（組織改革による研究教育拠点構築）、

地球科学分野と生物分類・進化学分野の研究者交流に

よる新研究領域の創成と発信（新しい自然史科学創

成）。これらの目的は相互に関係しており、それぞれ

が十分に実現されて初めて世界最高水準の研究教育

拠点が形成される。 

後述するように、本COEは多くの大学院博士課程修

了者を輩出し、そのほとんどが学術振興会ポスドク、

COE・外部資金等によるポスドクとして、教育研究者

になるための道を歩んでいる。雇用したCOEポスドク

のほとんども、本COE事業期間中に大学、国公立研究

所・機構等に就職した。また、自然史科学に関する文

部科学省国費留学生の優先配置が認可され自然分類

学者の養成を国際的に実施できる基盤ができたこと、

市民を対象にした準自然分類学者養成講座によって、

のべ690名以上の講座修了者を養成したことなど、自

然分類学者養成のための拠点形成に関して、本COEは

当初の計画どおりの成功を収めた。 

一方、新しい分野の創成や学術的成果を得るために、

本COE事業担当者が中心になって大学院理学研究科の

組織改編を推進した。北海道大学の基本計画とも合致

した計画として、大学当局の積極的な支援を受け、本

COE発足後2年目にして改組が実現し、大学院理学院

“自然史科学専攻”が誕生した。これによって事業担当

者の研究教育に関する密接な交流が実現され、新しい

分野を創成するための効果的な研究教育活動が展開

された。その結果、北海道大学における従来からの自

然史科学がさらに拡充されるとともに、従来の研究分

野を超えた新しい研究課題に取り組むことが容易に

なり、短期間に多くの新知見を得ることができた。本

COEによって得られた新しい自然史科学に関する研究

成果は、多数の国際学術論文、啓蒙書・教科書、多数の

国際シンポジウムを通して国内外に発信した。 

以上のように、本COEは、その活動の根幹をなす人

材養成、研究教育活動，研究成果の発信において当初

の目的を十分に実現し，自然史科学に関する世界最高

水準の研究教育拠点形成を実現することができた． 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 地球科学と生物分類・進化学の両分野に精通した研

究者を育成するため、本COEでは、国際シンポジウム

開催、海外研究機関派遣、外国人研究者招待、国際科

学計画への参加、自然史科学大学院特別コース（大学

院公開講義シリーズ）の新設、COE若手研究者共同研

究プログラムにより、優秀な博士課程修了者の養成、

ポスドクの就職機会増大に務めた。5年間の事業期間

中に事業担当者が主査を務めた博士課程修了者は43

名（内数5名外国人留学生）に達する。このうち、14

名は在学中に学術振興会DC特別研究員に採用、学位取

得後は学術振興会ポスドクに14名採用（32%）、外部

資金・COEポスドクに20名採用（47%）された。そのほ

か9名（21%）は国公立研究機関、民間会社等へ全員就

職している。また、COE事業期間中に雇用した40名の

ポスドクのうち、6名が大学の准教授、助教、講師に

採用（15%）、30名が国公立研究機関の研究員に採用

（75 %）、2名（5%）は高校教員（スペシャリスト枠）、

民間企業に採用されている。 

 平成18年度に本COEの事業推進者が中心になって文

部科学省の「国費外国人留学生（研究留学生）の優先配

置を行う特別プログラム」に申請し、採択された。本プロ

グラムにより、平成18年度より毎年4名の国費外国人

留学生を改組新設された自然史科学専攻が受け入れ

ており、外国人留学生を対象にした自然史科学教育と

人材育成の基盤を構築することができた。 

 市民を対象にした準自然分類学者養成講座は4年間

で全52講座が開講され、受講者総数はのべ698名に達

した。毎年応募者数が増加し、最終年度には300名以

上の応募者があった。修了者には一般市民や学生・大

学院生のほか多数の現役学芸員も含まれており、学芸

員のフォローアップ教育としても機能した。   

本COEによって開講された本講座は、現在広く認知

されており、膨大な自然史系学術標本に対応できる準

自然分類学者を養成する日本の数少ない実践的講座

の一つとして、本COE終了後にも北海道大学総合博物

館において継続して実施する。 

 以上のように、本拠点は自然史科学を推進するため

の高度な研究者の育成、外国人留学生を対象にした人

材養成の基盤構築、市民や学芸員を対象にした準自然

分類学者の養成に多大な成果をあげることができ、当
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初掲げた目標は十分に達成した。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的知見等 

 博物学・自然誌学から分化した地球科学と生物分類

学・進化学の２大領域を現代的な視点から再統合し、

従来からの自然史科学を拡充するとともに、新しい自

然史科学を萌芽発展させることが本COEの重要な目的

である。そのため、本COEでは両分野の学会・組織機

関が共催する多数の国内・国際学術シンポジウムを開

催、COEポスドクによる若手研究者共同研究プロジェ

クトの推奨、事業推進者による共同研究プログラムの

推進、などを積極的に実施した。また、大学院理学研

究科の組織改編により、新しく大学院理学院自然史科

学専攻を発足させ、カリキュラム編成などの専攻運営

を通して事業推進者が日常的に接することができる

状況を構築した。 

以上の活動によって、本COE拠点での地球科学、生

物分類・進化学両分野の研究交流が盛んに行われ、数

多くの研究成果が著名な国際誌に公表された。以下に

示す一連の研究活動は新たな研究分野の創成に特に

大きな役割を果たした。 

○気候変動の研究にインパクト。地球気候の変動と生

物進化のかかわりを解明するため、地球気候の短期

的・長期的変動に関する研究が地質学者・古生物学

者・地球化学者・地球物理学者の連携のもとに推進さ

れた。中でも、メキシコ湾流の変動が大気上層の対流

圏にまで影響を与えることを初めて明らかにし、大気

海洋相互作用の研究にインパクトを与えた。この研究

成果は本COE事業担当者が第一著者となってNature誌

に発表され、同誌の表紙を飾った。 

○DNA分子情報による生物系統分類法の革新。従来、

同分類法は主に現生生物を対象に行われてきたが、本

COEによる古生物学者と生物学者の交流によって古生

物情報や古生物試料と密接に関連させたDNA分子情報

による生物系統分類法を適用することが容易になっ

た。その結果、長らく古生物分野で着目されていた所

属不明の藻類の系統的位置とサイズ変異の意味が解

明されるなど、本COEは生物系統分類学の発展に画期

的な役割を果たした。 

○微生物バイオマーカーの研究拠点形成。遺骸が消失

しやすい微生物（各種プランクトン、各種細菌など）

は化石記録として残りにくい。古生物史の間隙を埋め

るための有機分子化石に関する一連の研究が生物学

者と地球化学者の連携のもとに推進され、数多くの新

知見が公表され、本COE事業期間中に微生物バイオマ

ーカーの一大研究拠点が形成された。 

○国際的古生物研究サイトの発見・発信。化石コケム

シの分類学的研究は、主に大西洋～ヨーロッパ地域の

記録に基づいていた。本COEの生物分類学者、化石学

者、地質学者の共同研究により、北海道の第四紀更新

統瀬棚層が世界に誇れる良質な化石コケムシを含む

地層であることが明らかになった。これを足がかりに、

国際共同研究が強力に推進され、化石・現生コケムシ

類の進化分類学的研究が飛躍的に進展し、国内外にそ

の成果が発信された。当研究サイトは今後も国際的に

開かれた多面的な自然史科学研究のフィールドとし

て機能することが期待される。 

以上のように、本COEでは地球科学、生物分類・進

化学分野の間にあった組織的な障害を積極的に除き、

新たな分野の創成に努めた。それによって、自然史科

学関連分野にまたがる諸問題に積極的に取り組むこ

とが可能になり、短期間に数多くの新しい学術的知見

を得ることができた。  

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 平成15年に採択された当初から、全事業推進担当者

の出席のもとに毎月1回事業推進担当者会議を開催し

た。担当者会議では、各種事業内容の計画および承認、

予算・決算の審議、RAおよびPDの採用、短期海外派遣

学生の決定、若手研究者支援プログラムの採択、など

の事項に関する審議等をおこなった。 

 また、担当者会議の下に各種ワーキンググループ

（WG）を設けCOE活動を活発に推進するための体制を

整えた。主要なWGは以下の通りである。共同パイロッ

ト研究実施WG、教科書作成WG、IODP リファレンスセ

ンターデータベースWG、IODP日本事務局WG、大学院特

別コースWG、情報科学プロジェクトWG、パラタクソノ

ミスト養成講座プロジェクトWG、博物館市民セミナー

実施WG、コケムシパラダイス研究計画実施WG、昆虫-

植物共進化解明プロジェクトWG。これらのWGには異分

野の担当者が参加し、意思疎通をスムーズに図ること

を心がけ、拠点全体として担当者同士の有機的な連携

が保たれるように留意した。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 国際競争力をもつ研究教育拠点の形成には、すぐれ

た業績を背景とした活発な国際交流が不可欠である。

本拠点では、英国自然史博物館、仏国ルイ・パスツー

ル大学、独国ゼンケンベルグ研究所、米国ハーバード

大学、インドネシア国LIPIのボゴール博物館などの有
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力な国際研究機関との研究交流や学生の派遣を実施

した。 

 国際的に活躍できる若手の育成は本拠点における

重要課題のひとつである。この目的達成のために、延

べ25名の大学院学生を短期間ながら各分野の有力な

研究機関に派遣し，国際性の涵養を目指した。 

 また、本拠点の国際貢献として、国費留学生の優先

配置プログラムである「自然史科学国際プログラム」

が採択され、2007年度より毎年4名の国費留学生の優

先配置を受けることとなった。これに対応して，自然

史科学国際プログラムでは、大学院の授業を英語で受

講できる体制を整えた。 

 最新の情報の交換も国際競争力強化には重要であ

り、その手段のひとつとして国際シンポジウム（11件）

を主催または共催した。また合計25名の一線で活躍す

る研究者を海外から招聘し、講演会および情報交換を

おこなった。これらの国際シンポジウムや人的交流を

通じて海外の著名な研究者との交流が実現され、これ

は特に若手研究者の国際性の涵養にとっても良い機

会となった。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 本拠点の活動実績等の国内外への情報発信は、1)学

術雑誌への投稿、2)啓蒙的な書籍の刊行、3)学会等の

会議での発表、4)ウェブ上の情報発信などの形で実施

された。 

 学術雑誌への投稿に関しては、事業期間中に本拠点

の事業推進担当者による435編におよぶ国際誌への論

文掲載という形で実現されている。また、一般的な啓

蒙書籍の発刊（26件）なども活発に行われた。学会等

での本拠点の成果発表、上述の本拠点主催、共催のシ

ンポジウム、あるいは、生物多様性関連の他大学の21

世紀COEプログラムとの共同シンポジウムの開催など

を通じて、本拠点の活動を国内外に情報発信した。 

 また、ウェブの活用は、本拠点の活動の周知だけで

はなく、5,550ページからなる電子博物館を立ち上げ、

研究志向の＜データ保管系＞「新・自然史科学を創成

する情報データベース」および一般市民対象の教育プ

ログラム＜プレゼン系＞「新しい自然史科学とは何

か」を公開し本拠点の成果を社会へ還元した。 

 さらに、本拠点のめざましい貢献のひとつに「パラ

タクソノミスト養成講座」の実施が挙げられる。実施

した4年間で受講者は698名におよび、この講座を通し

て自然界の多様性を学ぶことの重要性はもとより、そ

の喜びと感動を一般市民に伝えた。同様の講座をイン

ドネシアでも毎年開催し、COE活動成果の国際的な情

報発信にも努めた。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

め効果的に使用されたか） 

 本COE拠点発足時から大規模な設備備品の購入等は

おこなわず、拠点形成経費はもっぱら、生物多様性分

野と地球惑星分野の融合的研究促進のための経費、若

手研究者育成のための経費（COE特別研究員ならびに

RAの雇用、若手共同研究プロジェクト支援、短期海外

研修制度）、交換教員による人材交流、シンポジウム

や出版を通した情報交換・発信のための経費にバラン

ス良く用いられた。事業推進担当者会議で充分に検討

された補助金の使途により、本拠点は成果をあげ、当

初の目的以上の拠点形成を実現することができた。 

 

②今後の展望 

 地球惑星科学分野と生物多様性分野が融合し、新た

な研究組織である自然史科学部門が理学研究院内に

設置されたことは、本COE拠点形成の大きな成果の一

つである。この異分野融合によるユニークな研究組織

は、生物、無生物にかかわらず地球表層圏の多様性の

実体と、その起源と進化を明らかにする世界的拠点の

ひとつとして今後も機能していくであろう。 

 また、上記の自然史科学部門に対応する教育組織と

して、地球科学分野、生物多様性分野を融合させた大

学院理学院「自然史科学専攻」が設立された。これには

科学コミュニケーション分野も加わり、科学研究教育

からそのアウトリーチ教育まで一貫したプログラム

をもつユニークな専攻が誕生した。これにより、今後

も自然史科学全般に広い視野をもち、さらには科学コ

ミュニケーションの技術をもった新しいタイプの若

手研究者を育成できる体制が整った。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

 本拠点形成により、北海道大学が分類学ならびに進

化学、そして地球科学にわたる「自然史科学」研究の

世界的拠点であることを国の内外に示し得た。本COE

の活動によって北海道大学の特色をさらに強化する

ことができ、新設された自然史科学専攻は、現在、研

究者はもとより、国内外の「自然・フィールド」志向

の優秀な学生の受け皿となっている。本COEは我が国

における大学の個性化に大きく貢献した。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

《主催》 

【開催日】平成16年3月5日～6日【会場】北海道大学理学部大講堂（札幌市） 

【名称】北大21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」国際シンポジウム "Dawn of a New Natural History - 

Integration of Geoscience and Biodiversity Studies" 

【参加人数】139名（27名）【招待講演者】Timothy Bralower (USA), Robert M. Woollacott (USA),  Richard D. Norris 

(USA) 
 

【開催日】平成17年9月21日～23日【会場】北海道大学理学部大講堂（札幌市） 

【名称】北大21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」国際シンポジウム "Recent Advances in Research on 

Terrestrial and Marine Sequences from the mid-Cretaceous Oceanic Anoxic Events (OAEs)" 

【参加人数】50名（10名）【招待講演者】Phillip A. Meyers (UK), Jochen Erbacher (Germany), Richard D. Norris

(USA) 
 

【開催日】平成18年1月8日/1月11日【会場】国立科学博物館新宿分館 講堂（東京都）/北海道大学総合博物館（札幌市）

【名称】日独海洋生物研究史会 日本におけるドイツ年記念 北大21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」国際シ

ンポジウム「日独学術交流史－相模湾動物相調査の歴史と成果」 

【参加人数】 60名/50名（10名）【招待講演者】Bernhard Ruthensteiner (Germany), Joachim Scholz (Germany), Dorte 

Janussen (Germany) 
 

【開催日】平成19年10月1日～5日【会場】北海道大学学術交流会館（札幌市） 

【名称】北大21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」国際シンポジウム 2007 "The Origin and Evolution of Natural 

Diversity" 

【参加人数】200名（31名）【招待講演者】Alexander M. Fedonkin (Russia), John S. Taylor (UK), Paul Taylor (UK)
 

【開催日】平成20年3月2日【会場】北海道大学学術交流会館（札幌市） 

【名称】北大21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」国際シンポジウム "History of Prospects of Paleoceanography 

in the Equatorial Pacific" 

【参加人数】100名（6名）【招待講演者】Mitch Lyle (USA), Isabella Raffi (Italy), Bridget Wade (USA) 
 

《共催・後援》 

【開催日】平成16年7月10日-12日【会場】ニセコ東山プリンスホテル（北海道虻田郡） 

【名称】国際ワークショップ 第19回ヒマラヤ-カラコラム-チベット 特別セッション "Uplift of Himalaya-Tibet 

region and Asian Monsoon: Interactions among Tectonic events, Climatic Changes and Biotic Responses 

during Late Tertiary to Recent times" 

【参加人数】117名（72名）【招待講演者】Pascale Huyghe Mugnier (France), Megh R. Dhital (Nepal), Shigeru Maruyama 

(Japan) 
 

【開催日】平成17年8月5日【会場】札幌コンベンションセンター（札幌市） 

【名称】第9回国際ほ乳類学会議「大形哺乳類における分子系統地理と移動の歴史に関するシンポジウム」 

【参加人数】85名（40名）【招待講演者】Alan Cooper (Australia), Stephen O'Brien (USA), Alexei Abramov (Russia)
 

【開催日】平成18年8月29日【会場】福岡国際会議場（福岡市） 

【名称】第17回国際堆積学会議 特別シンポジウム SS5-1 "Role of Sedimentology in Earth Drilling Projects" 

【参加人数】50名（30名）【招待講演者】David K. Rea (USA), Juergen Thurow (UK), James C. Zachos (USA)  
 

【開催日】平成18年10月5日【会場】ホテルブレストンコート（長野県軽井沢町） 

【名称】第17回国際クマ会議 ワークショップ「エゾヒグマの自然史とヒトの文化の変遷」 

【参加人数】30名（10名）【招待講演者】Pavel A. Kosintsev (Russia), Tetsuya Amano (Japan), Tsutomu Mano (Japan)
 

【開催日】平成18年10月12日【会場】横浜赤レンガ倉庫（横浜市） 

【名称】第15回PICES（北太平洋海洋科学機構）会議 ワークショップ「気候変化に対する海洋高次捕食者の反応：環境

要因のメカニズム」 

【参加人数】25名（7名）【招待講演者】Julie Thayer (USA), Arthur Miller (USA), Sarah Wanless (UK) 
 

【開催日】平成19年9月14日～16日【会場】北海道大学学術交流会館（札幌市） 

【名称】The 7th International Symposium "Cephalopods－Present and Past" 

【参加人数】93名（50名）【招待講演者】Yuri D. Zakharov (Russia), Yury Bogomolov (Russia), Mahmoud Reza Majidifard 

(Iran) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を
含む）、実施時期、具体的内容 
 
本COEは、地球科学と多様性生物科学という異分野の研究者同士が協力し合い、新たな学問領域を創成することを目的

として、各種事業を推進してきた。大学院生や若手研究者の人材育成については、関連する異分野の研究者と共同で新

自然史科学創成に結びつく研究を行うことを奨励し、異分野を融合させた新たな研究を遂行してきた。世界をリードす

る人材育成を図るという21世紀COEプログラムの趣旨に沿った次世代のプロジェクトリーダーの育成に力を入れた。 
 
1) COE研究員制度 

本COEは平成15年度の採択直後から、国内外の博士号取得者を対象として研究員の公募を開始し、これまでの実績およ

び研究計画等を基に公平な審査を行い、5年間で延べ91名のCOE研究員を採用し、研究に専念できる環境を整えてきた。

COE研究員には、年度毎に研究成果報告書の作成と「COE博士研究員研究活動報告会」での口頭発表を義務づけ、次年度

への継続雇用については、1年間の成果および研究内容、課題、研究業績等を審査し、明確な採用基準に従い継続の有

無を決定した。また、統合深海掘削計画（IODP）、国立極地研究所南極観測事業等の各種国際計画へ延べ7名のCOE研究

員を派遣し、国際的かつ資料分析の段階から多種分野の研究者が一体となって研究を遂行し、総合的視野から新自然史

科学の研究を推進することができる機会を与えた。 
 
2) リサーチアシスタント（RA）制度 

本COEは平成15年度の採択直後から、博士後期課程の大学院生を対象にリサーチアシスタント制度を採用し、本COE事業

推進担当者の下で経済的不安がなく本研究拠点に関係する研究に従事および指導を受けることができる機会を与えた。

公募は年度毎に行い、研究業績や研究テーマ・抱負等を基に審査を行い、5年間で延べ69名のRAを雇用した。RAには、

大学院特別コース「新・自然史科学創成」の受講、COE主催・共催のシンポジウム、セミナーへの参加、年度末には研

究成果報告書の作成を義務付けるなど、広い視野と知識を持った若手研究者を育成することに努めた。 
 
3) 若手共同研究プロジェクト 

平成16年度からCOE研究員・RAを申請者とした共同研究プロジェクト・勉強会などを募集し、研究計画および当COEの研

究目的との関連等を基に選考し、採択としたプロジェクト(合計数：14 参加者数：延べ81名)へ資金援助、運営のアド

バイス等を行った。このプロジェクトにより、次世代を担う若手研究者達に研究内容だけでなく、プロジェクト型共同

研究の推進方法を習得させ、主体的研究推進能力を強化することができた。また、共同研究に限定することにより、異

分野の研究者達がお互い顔を合わせて議論する機会が増え、従来の分野にとらわれない新しいタイプの研究者の育成を

推進することができた。 
 
4) 短期海外研修制度 

世界トップレベルの研究者養成という観点から、大学院生および若手研究者が海外短期研修（10日間から3ヶ月間）す

る制度を設けた。5年間で延べ25名の大学院生および若手研究者を関連の深い分野の海外専門研究機関へ派遣し、研究

者としての基礎能力、国際的ディスカッション能力などの開発を行い、世界最先端の研究分野の知見を深める機会を与

えた。 
 
5) 大学院特別コース 

地球科学分野、生物分類・進化学分野を包括した専門的視点を持てる研究者の育成を目指した大学院カリキュラムを編

成し、平成16年度より7科目（必修2、選択5）を開講した。必修の2科目については平成17年度より大学院共通科目とし

て、北大の全院生に開放した。4年間で必修延べ306名、選択延べ424名の大学院生が受講し、単位修得者には認定証を

交付した。所属する専攻に限らない授業科目を受講することにより、大学院生が専門性にとらわれない幅広い知識を吸

収することができたと高い評価を得ることができ、本COE終了後も継続して開講する。また、必修科目の講義内容をも

とに、新しい自然史科学の標準教科書を作成した。 
 
6) 準自然分類学者（パラタクソノミスト）養成講座 

平成16年8月より、学内外の大学生・大学院生、学芸員を含む一般市民等を対象に広く告知・募集し、抽選にて受講者

を決め、自然史系標本の作製・保存・分類方法の実習を行った。7講座から始めた養成講座も最終年度には19講座に増

え、受講者も4年間で延べ698名となった。準自然分類学者養成講座の開講は国内では初めてということもあり、毎年大

変好評であり、社会的要望も高いため本COE終了後も北大総合博物館にて継続している。開講した講座のテキスト等詳

しい内容は、ホームページ「電子博物館」で閲覧することができる。また、海外における昆虫分類学分野の教育活動と

して、インドネシア・マレーシア・日本の研究者・学生を対象に、BIOLOGY-LIPIリサーチセンター（インドネシア）に

おいて、パラタクソノミスト養成講座（IBOY training course) を4回開講した。 
 
7)共同研究およびセミナ―の開催 

地球科学と生物分類・進化学を包括した総合的視野を持つ研究者を海外より招聘し、共同研究や英語での特別講演会

等を行った。平成15年度より25名の外国人研究者を招聘し、大学院生や若手研究者が積極的に交流することで、国際

的ディスカッション能力の向上や世界的規模の「新自然史科学」の知見を深める機会を与えた。また、北海道大学・

京都大学・琉球大学の21COE生物多様性分野の若手研究者が中心となり、衛星を利用した双方向通信ネットワークを使った

セミナー「生物多様性研究の連携と発展」を3日間にわたり開催し、発表・議論、交流を行った。 
 



機関名：北海道大学 拠点番号：J01 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体の目的達成に関しては、適度に専門性が分散した事業推進担当者が構

成する意欲的な計画であり期待は高かったが、必ずしも「自然史科学」の構築という大き

な目標が達成できたと見受けられず、今後の展開に期待する。 

人材育成面については、博士課程修了者を多く輩出し、留学生の受入れを積極的に行っ

ているなどの点は評価できる。また、準自然分類学者養成講座を開講し、多数の受講者を

得たことも評価できる。 

研究活動面については、英文による発表論文が多く、十分な成果をあげたと評価できる。

事業終了後は、自然史科学専攻の立ち上げにより、今後の継続的な活動が保証されてい

るように見受けられ、期待する。 
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